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     休会              例会                       例会（フォレストヒルズガーデン）   例会         

本本本日日日のののプププロロログググラララムムム（（（555 月月月 111000 日日日）））   

桑木良典 様 

「広島空港民営化に向けた現状と県政の動き」 

次次次回回回のののプププロロログググラララムムム（（（555 月月月 111777 日日日）））   

例会場 フォレストヒルズガーデン 

「今年度活動報告・引継事項」 

第１０７２回 ２０１７年４月２６日 例会記録 

点 鐘…松本会長 

ソング…「我等の生業」 

ビ ジ タ ー 紹 介 

(西 条)平賀弥泉さん  (三 原)上田嘉信さん 

(東広島)有村健二さん  (東広島 21)村瀬施蓉さん 

出  席  報  告 

 会員数 

名誉会員 

出席者 メイク 欠席 

(免除 ) 

出席率 

本 日 

(4/26) 

27 

1 

21 

 

3 3 

 

88.89 

 

メイク 灰谷・三好・重森 

前々回 

(4/12) 

27 

1 

14 

 

4 9 

 

66.67 

メイク 灰谷・楠部・鶴田幸彦・熊谷 

食 事 時 間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 会 長 時 間 

 4月 16日には沼田川クリ

ーンキャンペーン大変お

疲れ様でした。私は参加で

きなかったのですが子供

さん、お孫さんも一緒にゴ

ミ拾いをしてくださった

ようでありがとうござい

ました。 

 4月 23日（日）には地区協議会もあり、しっかり勉

強してきていただいたと思います。後程卓話の時間に

ご報告をお願いします。 

次年度の地区補助金も申請し承認されたようです

が、財団寄付についても次の様に依頼がございました。 

 

 

 

 

 

これは次年度会長さんのご意向もあるかと存じますの

で役員の皆様でご検討いただきたいと思います。 

幹 事 報 告 

《お知らせ》5月17日（水）の例会は、会場がフォレス

トヒルズガーデンとなりますのでお間違

えの無いようにお願いします。 

《配 布 物》週報1070.1071号・4月定例理事会報告 

《回  覧》ロータリー財団 100周年記念シンポジゥ

ム新聞記事（2016.11.27ＪＰタワーホール（東京）） 

 竹原市民講座のご案内 

       日時  2017年 5月 27日(土)13:30～ 

mailto:h.kukorc@vega.ocn.ne.jp
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4クラブ親睦ゴルフコンペ組合表 

      日時  2017年 5月 14日(日)8:30～ 

     第 27回日本ロータリー親睦ゴルフ 

北海道大会のご案内 

      日時  2017年 6月 23日(金) 

     沼田川クリーンキャンペーンごお礼 

     ＩＭお礼 

     日本のロータリー100 周年委員会設立趣意書 

     とよの郷 ふれあいマーケットの案内 

      日時  2017年 5月 14日(日)10:30～ 

     総合技術高校安原敏光校長人事異動の

ため三次高等学校へお礼ご挨拶 

     赤十字ＮＥＷＳ4 月号 

 

卓 話 時 間 

 

2017-18年度地区研修・協議会報告 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

日時 2017年 4月 23日(日) 

    1 2： 3 0～1 3： 0 0 登録受付 

    1 3： 0 0～1 6： 4 5 合同本会議･分科会 

    1 7： 1 5～1 8： 4 5 懇親会 

場所 [会議] 広島国際会議場 

   [懇親会] ホテルグランヴィア広島 

      

会長・幹事部門 乗越次年度会長 

  新年度皆様方のご協力を

いただく中で与えられたポ

ジションをしっかりとこな

していければと思いますの

でよろしくお願いいたしま

す。 

 

 

クラブのサポートと強化 

① クラブの戦略計画の更新又は立案 

② 会員数の純増 

③ 女性会員や 40歳未満の会員の純増 

④ 例会以外の活動に会員が参加 

 

当クラブも会員 30 名を目標に会員増強に取り組んで

います。引き続き上記の事も含めてしっかりと取り組

んでいきたいと思っています。 

 

人道的奉仕の重点化と増加 

① ポリオ撲滅への支援 

② 補助金の活用 

③ 環境に焦点を当てたプロジェクトの実施 

④ ロータリー間の連携によるプロジェクトの実施 

 

③については、過去にもあったそうですが、ロータリ 

アン 1本植樹をしていこうという話もありました。 

 

公共イメージと認知度の向上 

① 地元や世界に変化をもたらすクラブの活動につい

て魅力あるストーリーを伝える。 

② 地元の職業人、市民団体、ロータリー学友のため

の交流会開催 

③ 1つ又は複数の企業、政府機関、非政府団体と連携

し協力する。 

 

いろんなツールを使ってロータリーのＰＲをしっかり

やっていくという事であります。 



我々一人ひとりがそれぞれの地域でしっかり活躍

することが地域の元気に繋がると言われております。

当クラブにおいても今日まで先輩諸氏がそれぞれの

立場でクラブの運営をされ、それぞれの地域で職業奉

仕も含め取り組んでおられる成果と結果が今日ある

と思っていますので、後戻りすることなく汚すことな

く頑張っていこうと心新たに新年度を迎えたいと思

っていますのでどうぞよろしくお願いいたしまして

ご報告といたします。 

 

会長・幹事部門 河井次年度幹事 

基調講演 

岩国短期大学 山縣明人氏 

 

新たな時代の波頭を越える 

ロータリークラブの 

社会的使命と実践 

・戦時中ロータリークラブはどうしたのですか？ 

と講師の方が広島ＲＣ次年度会長さんに質問され、 

「戦時中はアメリカ発祥のロータリークラブなの 

で、ロータリーという名前は伏せて火曜会という名 

前で定期的にされていたそうです。」とお話しされ 

ていました。 

・ステータスを求めるロータリーアンではダメ、年金

生活者も気軽に入れるロータリークラブを是非作

ってくださいというお話もありました。 

・Ｍｙ Ｒｏｔａｒｙ登録者（当クラブ 6名） 

 まだ登録されていない方はよろしくお願いします。 

 

クラブ管理運営部 佐々木次年度クラブ管理運営委員長 

基本方針 

① ロータリークラブ定款、ロ

ータリークラブ細則の改

正などの支援（2016年規定

審議会の決定事項に関す

る対応の相談） 

② 戦略計画の更新または策定 

③ 魅力ある例会作りの支援、食事、卓話の見直し（早

朝例会、夜間例会など） 

 

④ 出席率向上の対策検討（メーキャップ活用、出席

委員会、新入会員対策） 

⑤ 退会防止の対策検討（同好会の充実、炉端会合の

活用） 

クラブ運営に自主性、柔軟性導入を図ることで、独

創的で魅力あるクラブつくりにつなげる好機になるか

もしれません。柔軟性導入はクラブ自主性を拡大する

反面、それに伴う責任の負荷があることも忘れてはな

らない。広島空港ロータリークラブにあったクラブ戦

略計画を策定、更新する必要がある。 

 

公共イメージ部門 鶴田秀樹次年度広報委員長     

基本方針 

① 地区並びにクラブが地域社

会に対するインパクトと価

値の効果的な広報 

② ＩＴの活用促進、地区、ク

ラブのホームページ充実ウ

ェブサイトの積極的活用 

③ 地区とクラブ並びにクラブ間のネットワークづく

りの推進 

④ ロータリーの友精読促進、投稿推進 

⑤ ガバナー月信の充実 

 

光ＲＣ35周年記念事業の事例紹介。 

創立昭和 57年 1月で、現在会員数 47名。 

国際ロータリー第 2710地区 3か年戦略計画「がん予防

普及推進」にそって、山口県光市と連携をし、「もっと

知ってほしい、乳がんのこと」と、題して市民セミナ

ーを開催。最初にしこりがあって乳がん検診の触診方法

を学べる乳がん触診モデルを市に贈呈、医師や乳がん患

者の体験談等公演を行い、約 100人の参加があったそ

うです。 

山口県光市は、人口 52,000人余りの町で、３つの 

宣言都市として掲げています。「自然敬愛都市宣言」、 

「安全安心都市宣言」、「おっぱい都市宣言」として、

町で普及促進をしているとの事、毎年、8 月には「お

っぱいまつり」を開催し、今年で 27回目を迎え、例年

約 3,000人余りの集客でにぎわっているようです。 

岩国中央ＲＣ 宮本さんが、1953年 1月に創刊され

て、64年あまりにも続くロータリーの友について、発

表されました。「各クラブの行事を記載されるように」

という内容でした。 

最後に、東パストガバナーの講評として、ＲＣ独自

で行事を開催するのではなく、公共や、他の団体と連

携をして行うのが大事との事。 

マイロータリーの登録推進についても語られました。 

 

 

 



 

奉仕プロジェクト部門 

鶴田幸彦次年度奉仕プロジェクト委員長 

事例発表 

国際奉仕活動は、広島西南

ＲＣが行った「政局不安定な

カンボジア孤児の収容施設建

設」についてでした。台北の

姉妹クラブと共同事業で、今

後も継続支援として３年間で

１５０万円の教育支援を行っていくそうです。 

 職業奉仕活動は、徳山セントラルＲＣが行った「地

元小学校出前講座」の事例発表でした。これは、クラ

ブメンバーの職業に応じ、信号機の設置工事や長さ

100メートルに及ぶ船舶の自動車運搬船乗船事業を行

って、子どもたちに学校の事業だけでは知りえない体

験学習をされていました。 

 社会奉仕活動の事例発表として、メンバー７名の吉

舎ＲＣが行った「ホタルの里プロジェクトと公園・城

跡歩道整備」でした。地元の環境保全を含め、 

ホタルの生息できる川づくりに励み、他の地域から多

くの人を呼び込もうとする「村おこし」的な事業でし

た。 

 本年２月に行われた２７１０地区奉仕プロジェク

トアンケート結果では、それぞれのＲＣの有意義な楽

しい活気ある活動が現れていたようです。 

 最後に、前田パストガバナーから講評があり、「ロ

ータリーの基本理念である『四つのテスト』と『行動

規範』をもとに試行錯誤しながら各クラブで戦略計画

を立てて奉仕活動をおこなってほしい。また、ロータ

リーの奉仕と公共イメージの向上、会員増強は、一体

的なものであり、複合的に考えてクラブの活性化に努

めてほしい。」とのことでした。 

 我が広島空港ＲＣもブルキナファソ支援でメン 

バーがひとつになった数年前以降、奉仕活動ではマ 

ンネリ化している感がありますので、無理すること 

なく何か新しい奉仕プロジェクトを考え、実践して 

いきたいものです。 

 

ロータリー財団部門  熊谷次年度財団委員長       

1. ロータリー財団の日本の 

年間寄付目標 

① 年次基金  

1人当たり 150ドル 

② ポリオプラス基金 

1人当たり 30ドル 

③ 恒久基金  各クラブで 1名増 

（ベネファクターまたは遺贈友の会会員） 

 

2.藤中年度の財団年間寄付目標    

① 年次基金      一人当たり 150ドル 

② ポリオプラス基金  一人当たり 35ドル 

③ 恒久基金      各クラブで 1,000ドル 

 

3.寄付の使途 

① 年次寄付     3年後に使用・・・Ａ 

② 恒久基金     元本の取り崩しはしない

で運用益のみ・・・Ｂ 

③ 使途指定寄付 ポリオプラス基金等で指定さ

れた使途だけに使用 

④ 寄付の使途    

Ａ＋Ｂの合計を、ＤＤＦに 50％とＷＦに 50％ 

  

4.使途の例 

① グローバル奨学生   

4名出席し、自己紹介がありました。 

② 奨学生の内訳  

3名がＷＦを利用、1 名がＤＤＦを利用 

③ 留学先大学院    

ＵＳＡ1名、イギリス 2名、スウェーデン 1名 

④ 奨学生の要件     

(1) 専攻分野が 6つの重点分野の 1つである（Ｗ 

Ｆ利用）ＤＤＦにはこの要件は無い 

  (2) 大学の課程を２年以上終了している 

 (3) 語学力（TOEFL-IBT80,IELTS6.5以上） 

 

５．感想 

  ① 大学を終了した後、社会人となり、更に外国

で学びたいという若者に感銘を受けました。 

  ② 偏った国（何国とは言いませんが）からの留

学生を受け入れるばかりではなく、海外で学ぶ

日本人を重点的に支援すべき、と思いました。 

 

米山記念奨学会部門 澤井会員            

日本と世界を結ぶ架け橋と

よく言われますが、国と国とい

う部分だけではなく個人の人

を応援するという事は大事な

ことだと思います。これまで約

2 万人の奨学生がおられるそう

です。 

2 年間米山奨学生であったリンナさんから、近況の

メールがありますので皆様にお知らせしたいと思いま

す。 


